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学校番号 1202 

平成 31 年度 芸術科（書道） 

 

教科 芸術 科目  書道Ⅲ 単位数 ２単位 年次  ３年次 

使用教科書 書道Ⅲ（教育出版） 

副教材等  

1 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・臨書を通して書の美や技法を身につけます。 
 
・古典の持つ伝統的な美を感受し、表現方法を工夫することができるようにする。 
 
・自己の表現のねらいを達成するために鑑賞を取り入れる。 

 

2 学習の到達目標 

書道の創造的な活動を通して、生涯にわたり書を愛好する心情と書の文化や伝統を尊重する態度を育てるととも

に、感性を磨き、個性豊かな書の能力を高める。 

 

3 学習評価(評価規準と評価方法)  
観

点 

a.書への 

関心・意欲・態度 

b.書表現の 

構想と工夫 

c.創造的な書表現の

技能 
d.鑑賞の能力 

観
点
の
趣
旨 

書道の創造的な活動

を味わい、書を愛好

し，書の文化に関心を

もち，意欲的，主体的

に表現や鑑賞の活動

を行い，その喜びを味

わおうとする。 

感性を磨き、書のよさ

や美しさを感じ取り，

自らの意図に基づき

構想し，表現を工夫す

る。 

創造的な表現をする

ために個性豊かな書

の能力を高め，用

具・用材を生かした

表現の技能を身に付

けている。 

日常生活における書

の効用や日本及び中

国等の書の文化や伝

統を理解し，そのよ

さや美しさを創造的

に味わう。 

評
価
方
法 

・観察 

・ワークシート 

 

 

・観察 

・ワークシート 

・提出作品 

・観察 

・ワークシート 

・提出作品 

・観察 

・ワークシート 

・提出作品 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 
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4 学習の活動  

 

月 

 

単元・題材名 
学習内容・活動 

主な評価の観点 単元（題材）の評価規準 

評価方法 
ａ ｂ ｃ ｄ  

４ 

 

 

５ 

 

 

６ 

 

７ 

漢字の書 

（五書体な学

習から半切作

品制作へ） 

 

 

【篆書】甲骨文 

泰山刻石 

 

【隷書】張遷碑、 

木簡 

 

【行草書】 

喪乱帖 

李太白憶旧遊詩巻 

三筆 

 

【楷書】元顕儁墓誌銘 

張即之 

 ○  ○ 

 

 

 

 

 

 

ａ: 臨書を通して書の歴史的背景を知

り知ろうとしている。 

ｂ：各書体の基本的な用筆方法を理解

し、表現を工夫している。 

ｃ: 各書体の表現の豊かさを知り、創

造的な書表現を身につけ表してい

る。 

ｄ: 伝統芸術として表現された書の美

しさを感じ取っている。 

・観察 

・ワークシ

ート 

・提出作品 

８ 

 

９ 

 

１

０ 

 

仮名の書 ・秋萩帖 

・香紙切 

・針切 

・扇面創作 

○  

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

ａ: 古典の美とその技法に関心を持

ち、意欲的に取り組もうとしてい

る。  

ｂ: 仮名表現の多様性を理解し、自己

の表現に生かすよう工夫している 

ｃ: 仮名の美の特質を理解し、その技

法を身に付け表している 

ｄ: 伝統芸術として表現された書の美

しさを感じ取っている。 

・観察 

・ワークシ

ート 

・提出作品 

１

１ 

 

１

２ 

 

刻字 ・漢字二字を書体と刻

字の仕方を決め着色

も行う。 

○ ○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

ａ: 表現や鑑賞の創造的活動に主体的

に取り組もうとしている。 

ｂ: 感性を働かせながら、自らの意図

に基づいて構想し、表現を工夫し

ている 

ｃ: 創造的な表現をするために、刻印

の基礎的な能力を生かし、効果的

な表現の技能を身に付け表してい

る 

ｄ: 日常生活の刻字の効用や篆刻の伝

統と文化について幅広く理解し、

その価値を考え、刻字のよさや美

しさを創造的に味わっている。 

・観察 

・ワークシ

ート 

・提出作品 
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１ 

 

２ 

 

 

 

漢字かな交じ

りの書 

・意図に応じた表現を考

える 

・相互批評会 

 ○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

ａ: 文字の選定、作品の構想、完成に

至る創作活動ついて関心を持ち、

表現や鑑賞の活動に意欲的に取り

組もうとしている。 

ｂ: 目的や用途に即した形式と表し方

を判断し、文字の大きさ、配列、

書体など、それぞれに適した表現

を工夫している。 

ｃ: 芸術的な表現や実用的な表現に応

じた形式と表し方を理解し、目的

や用途に即して表現する技能を身

に付けている。 

ｄ: 芸術を幅広く理解し、そのよさや

美しさを深く味わう。 

・観察 

・ワークシ

ート 

・提出作品 

※ 表中の観点について a…書への関心・意欲・態度   b…書表現の構想と工夫 

c…創造的な書表現の技能    d…鑑賞の能力 

  

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）

の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付

けている。 

 

 


